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この章は、次の項で構成されています。

• PXEインストール用の Linuxおよび ESXiオペレーティングシステムイメージの手動セット
アップ, 1 ページ

• Linuxオペレーティングシステムイメージの追加, 1 ページ

• VMware vSphere ESXiオペレーティングシステムイメージの追加, 3 ページ

PXE インストール用の Linux および ESXi オペレーティン
グシステムイメージの手動セットアップ

PXEブート要求の追加および設定と PXEブート用のオーケストレーションワークフロータスク
に記載されているように、Cisco UCS Director Baremetal Agent（Baremetal Agent）用の Linuxおよ
びESXiオペレーティングシステム（OS）イメージは PXEブート要求またはオーケストレーショ
ンワークフローを介してセットアップすることをお勧めします。ただし、これらの OSイメージ
は、必要に応じて、手動でセットアップすることができます。

Linux オペレーティングシステムイメージの追加

手順

ステップ 1 Baremetal Agent VMの /opt/cnsaroot/imagesディレクトリにオペレーティングシステムイ
メージ用のディレクトリを作成します。
mkdir /opt/cnsaroot/images/image_name
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このディレクトリは、PXEインストールに必要なオペレーティングシステムイメージファイル
を保存するために使用されます。

このディレクトリ名が PXEブートセットアップタスクの [OSタイプ（OS Type）]ド
ロップダウンリストに表示されます。イメージに格納されているオペレーティングシ

ステムが識別しやすいディレクトリ名にすることをお勧めします。たとえば、ディレク

トリに RHEL6.2や CentOS5などの名前を付けることをお勧めします。

（注）

ステップ 2 ステップ 1で Baremetal Agent VMの /opt/cnsaroot/templatesディレクトリに作成したもの
と同じ名前でオペレーティングシステムイメージ用のディレクトリを作成します。
mkdir /opt/csnaroot/templates/new_image_name

このディレクトリは、オペレーティングシステムイメージのKickstartおよびPXE設定テンプレー
トファイルを保存するために使用されます。

ステップ 3 Baremetal Agent VMの /tmpディレクトリに、必要なオペレーティングシステム用の .isoファ
イルをコピーします。

ステップ 4 .isoファイルを isoディレクトリにマウントします。
mount –o loop /tmp/.iso_file/mnt/iso

ステップ 5 ステップ 1で作成した /opt/cnsaroot/images/image_nameディレクトリに .isoファイル
の内容全体をコピーします。
cp –R /mnt/iso/* /opt/cnsaroot/images/image_name

.isoファイルの内容全体を再帰的にコピーする cp -Rコマンドを使用してください。
このコマンドは、基礎となるディレクトリとその内容もコピーします。

（注）

ステップ 6 コピー操作が完了したら、.isoファイルをアンマウントします。
umount /mnt/iso

ステップ 7 オペレーティングシステムイメージが複数の .isoファイルで構成されている場合は、すべての
.isoファイルの内容が /opt/cnsaroot/images/image_nameディレクトリにコピーされる
まで、.isoファイルごとにステップ 5、6、および 7を繰り返します。

ステップ 8 ステップ 2で作成した/opt/cnsaroot/templates/image_nameディレクトリにks.cfgファ
イルと pxe.cfgファイルを作成します。

touch /opt/cnsaroot/templates/image_name/ks.cfg
touch /opt/cnsaroot/templates/image_name/pxe.cfg

ステップ 9 ks.cfgファイルと pxe.cfgファイルに必要な設定情報を追加します。
サンプル ks.cfgファイルおよび pxe.cfgファイルとこれらのファイルに関する情報について
は、サンプルオペレーティングシステム設定テンプレートファイルを参照してください。

ステップ 10 このオペレーティングシステムイメージ用の /var/www/htmlディレクトリにソフトリンクを
作成します。
ln –s /opt/cnsaroot/images/image_name/var/www/html/

ステップ 11 （任意） 必要に応じて、次のように、オペレーティングシステムイメージ用の initrd.img
ファイルと vmlinuzファイルを更新します。

   Cisco UCS Director Baremetal Agent インストールおよびコンフィギュレーションガイド、リリース
5.5

2

オペレーティングシステムイメージの手動セットアップ

Linux オペレーティングシステムイメージの追加

b_ucsd_bma_install_config_guide_5_5_appendix_01001.pdf#unique_56


a) /opt/cnsaroot/images/image_nameディレクトリから /opt/cnsaroot/ディレクトリ
に initrd.imgファイルと vmlinuzファイルをコピーします。

b) この場所にある現在のファイルを上書きします。

ステップ 12 Cisco UCS Directorで、PXEブートセットアップタスクの [OSタイプ（OS Type）]ドロップダウ
ンリストからオペレーティングシステムイメージを選択できることを確認します。

2分間または Baremetal Agent同期頻度用に設定された時間だけ待機します。デフォルトでは、
Baremetal Agentは 2分ごとに Cisco UCS Directorと同期されます。この頻度は、Baremetal Agent
VMの/opt/infraにある service.properties.templateファイル内の bma.sync.frequencyプロパティ
を使用して変更できます。

VMware vSphere ESXi オペレーティングシステムイメー
ジの追加

手順

ステップ 1 BaremetalAgentVMの/opt/cnsarootディレクトリにオペレーティングシステムイメージデー
タ用のディレクトリを作成します。
mkdir /opt/cnsaroot/images

このディレクトリは、PXEインストールに必要なオペレーティングシステムイメージファイル
を保存するために使用されます。

このディレクトリ名が PXEブートセットアップタスクの [OSタイプ（OS Type）]ド
ロップダウンリストに表示されます。格納されているイメージのオペレーティングシ

ステムが識別しやすいディレクトリ名にすることをお勧めします。たとえば、ディレク

トリに ESXi5.0-update1や ESXi5.1などの名前を付けることをお勧めします。

（注）

ステップ 2 ステップ 1で Baremetal Agent VMの /opt/cnsaroot/templatesディレクトリに作成したもの
と同じ名前でオペレーティングシステムイメージ用のディレクトリを作成します。
mkdir /opt/csnaroot/templates/new_image_name

このディレクトリは、オペレーティングシステムイメージのKickstartおよびPXE設定テンプレー
トファイルを保存するために使用されます。

ステップ 3 Baremetal Agent VMの /tmpディレクトリに、必要なオペレーティングシステム用の .isoファ
イルをコピーします。

ステップ 4 .isoファイルを isoディレクトリにマウントします。
mount –o loop /tmp/.iso_file/mnt/iso

ステップ 5 ステップ 1で作成した /opt/cnsaroot/image_nameディレクトリに .isoファイルの内容全
体をコピーします。
cp –R /mnt/iso/* /opt/cnsaroot/image_name
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.isoファイルの内容全体を再帰的にコピーする cp -Rコマンドを使用してください。
このコマンドは、基礎となるディレクトリとその内容もコピーします。

（注）

ステップ 6 コピー操作が完了したら、.isoファイルをアンマウントします。
umount /mnt/iso

ステップ 7 オペレーティングシステムイメージが複数の .isoファイルで構成されている場合は、すべての
.isoファイルの内容が/opt/cnsaroot/image_nameディレクトリにコピーされるまで、.iso
ファイルごとにステップ 5、6、および 7を繰り返します。

ステップ 8 ステップ 2で作成した/opt/cnsaroot/templates/image_nameディレクトリにks.cfgファ
イルと pxe.cfgファイルを作成します。

touch /opt/cnsaroot/templates/image_name/ks.cfg
touch /opt/cnsaroot/templates/image_name/pxe.cfg

ステップ 9 ks.cfgファイルと pxe.cfgファイルに必要な設定情報を追加します。
サンプル ks.cfgファイルおよび pxe.cfgファイルとこれらのファイルに関する情報について
は、サンプルオペレーティングシステム設定テンプレートファイルを参照してください。

ステップ 10 /opt/cnsaroot/image_nameディレクトリから /opt/cnsaroot/templates/image_name
ディレクトリに boot.cfgにファイルをコピーします。

cd /opt/cnsaroot/templates/image_name/
cp /opt/cnsaroot/image_name/boot.cfg ./

ステップ 11 次のように、/opt/cnsaroot/templates/image_nameディレクトリの boot.cfgファイル
を編集します。

a) title=行の後ろに、prefix=/image_name/行を追加します。
b) kernelopt=runweasel行の末尾に pxebooting ks=$PXE_KS_URLを付加します。
c) boot.cfgファイルに含まれているすべてのモジュールから先行する /を除去します。
d) 編集したファイルを保存します。

ステップ 12 Cisco UCS Directorで、PXEブートセットアップタスクの [OSタイプ（OS Type）]ドロップダウ
ンリストからオペレーティングシステムイメージを選択できることを確認します。

2分間または Baremetal Agent同期頻度用に設定された時間だけ待機します。デフォルトでは、
Baremetal Agentは 2分ごとに Cisco UCS Directorと同期されます。この頻度は、Baremetal Agent
VMの/opt/infraにある service.properties.templateファイル内の bma.sync.frequencyプロパティ
を使用して変更できます。
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